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f dxdy (fext + fbend)の形に表される。膜を構成する要素の変位を U = (u， h)= (ux， uy， h)とす
ると膜の傾き m三|マhl<<1の条件下で 2次元歪テンソルは eij= H8iuj + 8j叫 +(θム)(8jh)]
(i，j = x， y)と近似され、
frjd+時んend=j(V2h)2






uを消去し、膜の傾き m = ¥7hで表された有効自由エネルギーを得た。これは μ=0の場合、
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